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‒ 学級活動の授業構想シート ‒
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第１節 本研究の概略

① 概要版 研究構想図 P１

② 概要版 実践例 P２

③ 資料の中で使われている語句の説明 P３

第２節 二つのシートの活用【学級活動 (1)】

① 学級活動 (1) の二つのシートの使用方法

② 「議題・題材設定シート」(使用例) P５

③ 「議題・題材設定シート」(シート)                                                P６

④ 「教師の働き掛けシート１」(使用例) P７

⑤ 「教師の働き掛けシート１」(シート)                                              P８

⑥ 「教師の働き掛けシート２」(使用例) P９

⑦ 「教師の働き掛けシート２」(シート) P10

第３節 二つのシートの活用【学級活動 (2)】

① 学級活動 (2) の二つのシートの使用方法

② 「議題・題材設定シート」(使用例) P13

③ 「議題・題材設定シート」(シート)                 P14

④ 「教師の働き掛けシート１」(使用例)  P15

⑤ 「教師の働き掛けシート１」(シート)                          P16

⑥ 「教師の働き掛けシート２」(使用例） P17

⑦ 「教師の働き掛けシート２」(シート)          P18

P12

P４



���������


�+�-&*1-�*�/��(��
"��(
�)	�#�

#&�&�"���


D9@</V�)ªº5��14��
´Z'¬º/º��¨m$1'�
�%�
3�

DV�)w�)�45��3�%�
$1��]��'T1���Y�
1'��

教師が集団の課題を把握し
学級活動の議題や題材を設定
するためのワークシート

児童の思考の流れをイメー
ジし、課題解決に向けた働き
掛けを想定することで、教師
が支援するための２枚１セッ
トのワークシート¬ºDº�)¨m
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実践する
場面を
準備する

児童が
目指す理想
的な状態を
想定する

課題と
背景にある
要因を明確
にする

各場面の
目的に沿って
児童の思考を
イメージ化

イメージした
児童の思考を
踏まえて教師の
働き掛けを想定
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児童の課題意識を捉え、思考の流れに沿った授業を構想する
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話合い活動
の充実に向
けた働き掛
けを想定する

児童の
思考の流れ
をイメージ
する
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①課題と要因

②理想の姿

③実践の場面
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ªº：クラスでけ
んかがよく起こる
¢e：お互いを理
解できていない

みんなが関わり合
えてお互いを理解
できている状態
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新聞作り
レクリエーション

等

〈話合いの
めあての例〉

みんなが関わり
合って、お互い
を理解できる活
動を決めよう
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シート１

シート１を
シート２に
重ねて使用

①つかむ場面
②出し合う場面

③比べ合う場面

シート２

④決める場面
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・助言等によ
る軌道修正
・資料提示に
よる意見の
焦点化
・称賛による
価値付け
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学級活動を行なう上での教師の実態を明確にするため、小学校に勤務する教員 300人を対象に、学級活
動に関わる事前、本時、事後に関する１０の質問項目で構成されたアンケート調査を行ないました。結果と
して、課題は以下の２点であることが明確になりました。
◯課題１ 学級や児童の課題を捉え、議題や題材を設定していくこと
◯課題２ 話合い活動の中で児童の思考の流れをイメージし、課題解決に向けた働き掛けを想定すること
この二つの課題を解決するために、二つの資料を作成しました。
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自身や所属する集団の抱える課題を自分事として捉え、課題の解決に向け、根拠を明確に
しながら話し合っている姿を自治的・自律的な話合い活動の姿と捉えました。
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「話合いのめあて」には、内容や方法に関わるものがあります。本資料の中では、「話合
いの内容のめあて」を踏まえて「話合いのめあて」を設定しました。「話合いの内容のめあ
て」とは、例えば、「男女間のいがみ合いが多い」という課題から課題を解決するための
「男女分け隔てなく触れ合える」（課題の解決につながる生活）、「互いのよさを理解でき
る」（課題が解決できた状態）という話し合う際の視点となります。

�I�'���
「話し合うこと」とは、学級活動の話合い活動の中で決めなければいけない、内容の中心
部分です。内容の中心とは、「けんかが多い」という課題の原因を解決するために何を行う
か、つまり「実践」を考えることになります。
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「教師の働き掛け」とは、本時のねらいを達成するために、児童に行う助言や問い掛けな
どの支援のことです。「話合いのめあて」に沿って調整しながら、話合い活動を課題解決に
向けて進められるように、助言、問い掛け、資料の提示、称賛をしていくことが大切となり
ます。

�KM
学級活動 (1)において、児童生徒が問題を発見し、学級の「共同の問題」として設定する
課題です。解決方法について話し合うことで折り合いを付け、集団として「合意形成」を図
ります。

�M7
学級活動 (2)(3) において、教師が個々の児童の「共通の問題」として設定する課題です。
教師の指導に従って、解決方法等について話し合い、自己の課題に対する解決方法や努力目
標を一人一人が「意思決定」します。

�'1.2
意見の違いや多様性を認め合いながら、折り合いを付け、集団としての考えをまとめたり
決めたりすることです。

�10:,
話合いで見付けた解決方法を参考にし、自分に合った具体的な解決方法を決めること。
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※参考文献『はばたく群馬の指導プランⅡ』（2019年 群馬県教育委員会）
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①議 題 集 め

②話合いの準備
（1)計画委員の役割を決めます

（2)｢活動計画表｣と｢話合い進行表｣を使いながら、話し合
う内容を決めます

（3)計画委員は、「議題」や「話合いのめあて」を提案し
ます

（4)計画委員は、話し合う前に意見を集めて、短冊などに
書いておきます

③話 合 い 活 動
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※教師と児童が
一緒に作成する
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※教師が作成する

ここで作成

ここで作成
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「議題・題材設定シート」

質問項目①課題と背景にある要因
・学級に表れている課題を記述する。
・課題の背景にある要因を探り、解決すべき課題
を適切に捉える。
・課題の背景にある要因は、課題が生じた原因で
ある日頃の「生活」と「状態」を捉える必要が
ある。

【記述例】
課題 ：何かする時に主体的に動けない
背景にある要因：挑戦する機会が少ない(生活）

自分たちで考え、主体的に活動する楽し
さを知らない(状態）

・課題を解決できた児童の理想の姿を想像するこ
とで、目指すゴールを明確にする。
・論点からそれずに話合い活動を進めていける。

※【児童の理想の姿】とは
・｢課題に背景にある要因の裏返し｣の状態

・「話合いのめあて」を実践できる活動内容を考
え、シートに記述する。
・本時で、話し合う取組内容を決める。

質問項目② 児童や学級が目指す理想的な状態

質問項目③実践する場面を準備する

◯ 質問項目①～③を考えたことを踏まえて､
「話し合うこと」「話合いのめあて」「議題」
を見いだし、設定する。
・質問項目②が「話合いのめあて」につながる。
・質問項目③が「話し合うこと」につながる。
・「話合いのめあて」「話し合うこと」を踏ま
えて、議題を設定する。

QI�'���RQI'�����RQKMR�H,

クラスでけんかが多い
・みんなと触れ合う機会
が少ないこと
・互いの気持ちを理解し
ようとしていないこと

・みんなと関わり合えること

・互いの気持ちを理解し合えること

・新聞作りの場面を準備し、ふさわしい新聞の内容
を話し合う

・レクレーションの場面を準備し、ふさわしい遊び
の内容を話し合う

・互いを理解するために、
みんなが関わり合える活動
を決めよう

・新聞作りの内容を
一つ決めよう

読むことで仲良くなれる、みんなで取り組む新聞作りをしよう

【具体的な使い方】
◯ 「議題・題材」「話合いのめあて」「話し合うこと」を明確にするために、三つの質問項目「課題と背景にある
要因」「児童が目指す理想的な状態」「実践する場面を準備する」について考え、シートに記述していきます。

◯ 全学年で使うことを想定しています。また、中学年以上は教師と児童が一緒に作成することを想定しています。

���
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児童の課題や児童の所属する集団の課題を把握し、学級活動の議題や題材を設定するために三つの質問項目
について記述していくシートです。
話合い活動を行うためには「話し合うこと」｢話合いのめあて」を見いだしていくことが大切になります。そ
のために、「課題と背景にある要因を明確にする」「児童が目指す理想的な状態を想定する」「実践する場面
を準備する」の三つの質問項目に答えることで、｢話し合うこと」「話合いのめあて」「議題・題材」の３点を
明確にしていきます。
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授業クラス 年 組
授業日 月 日
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背景にある要因

¼ ªº5¤���V������y�'�|%*&)0�'�|$���

話合いのめあて：

議題・題材：

½ n­�3g¸*&)0�'g¸5�S�+��¿

話し合うこと:

課題

(¬ºDº�¨m:E=)
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「教師の働き掛けシート１」

【具体的な使い方】
◯ 「つかむ」「出し合う」「比べ合う」「決める」の四つの場面の児童の思考をイメージし、児童がもつであ
ろう「意見」や「考え方」を教師が想定して記述していきます。

◯ 大切なのは、おおまかな児童の思考の流れを記述していくことなので、シートの記述が埋まらなくても構い
ません。また、授業が想定した通りに展開しなくても構いません。大切なのは、児童の思考の流れをイメー
ジし、授業をする上での心の準備をすることです。

①「つかむ」場面
◯ 学級活動で話し合う内容について確認
していく。
・「議題」「話し合うこと」
「話合いのめあて」等の確認

②「出し合う」場面
◯ 「話し合うこと」について考えた意見
を出し合い、話し合う。
・児童が「話合いのめあて」に当てはまる
と考える意見
・児童が意欲をもって取り組める活動

③「比べ合う」場面
◯ 「話合いのめあて」に照らして、賛成
の理由を出して話し合う。
そして、児童から出された賛成の意見
を基に、「話合いのめあて」に照らして
意見を絞る。
・「話合いのめあて」に当てはまる意見に
は、「◯」、当てはまらないものに「△」
の記号を付けて視覚化する。

④「決める」場面
◯ 「比べ合う」場面で絞った意見をより
よい意見に近付けていくための三つの方
法を考え、取組内容を合意形成していく。
• 「選択」…「話合いのめあて」に照らし

て意見を選ぶ方法
• 「合体」…複数の意見を合体させ、多く

の人が賛同できる意見にする
方法

• 「工夫」…意見の一部を変えたり付け加
えたりする方法

読むことで仲良くなれる、みんなで取り組む新聞作りをしよう
新聞作りの内容を一つ決めよう
①みんなが関わり合って、②お互いを理解できる活動を決めよう

クラス
メイト
クイズ

好きな
ものラン
キング

給食
ランキング

クラス
ニュース

サッカー選手
ランキング

①みんなで
一緒に
考えられる

②答えること
で、互いを理
解できる

②読むことで
互いの好きな
給食が分かる

②読むことで
互いを理解で
きる

②読むことで
クラスメイト
のことが分か
る

①みんなで
一緒に
考えられる

� �� � �

｢工夫｣
ニュースの内

容の種類をたく
さんにすれば、
いろんな内容を
知ることができ
るし、考えると
きに多くの人が
参加できる。

｢合体｣
ニュースをク
イズにすれば、
役割分担もたく
さんできるし、
両方をできるか
ら、多くの人が
楽しめる。

���
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「教師の働き掛けシート」は、児童の思考をイメージして授業の流れを把握する「教師の働き掛けシート１」
と、授業のどの場面で、どのような内容を働き掛けたらよいかを想定していく「教師の働き掛けシート２」の
２枚１セットでできています。 ｢教師の働き掛けシート１｣はそのうちの１枚で、 A４判のシートです。
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｢選択｣
クイズなら
みんなで考
えられるし、
友達のこと
がたくさん
知れる。
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議題 ：

学級活動（１）
話合いのめあて：

�
�
�

�

賛成の理由賛成の理由賛成の理由 賛成の理由 賛成の理由

��
��FD
�G=*(�A 
�KM�?J

�I�'����?J
�I'������?J

話合いを方向
付けるために
話合いの内容
を確認する。

「話し合うこ
と」について
考えた意見を
出し合う。

｢話合いのめあ
て｣に照らして、
賛成の理由を
出し合う。
そして、｢話

合いのめあて｣
に照らして、
意見を絞って
いく。

「比べ合う」
場面で絞った
意見をよりよ
い意見にする
ために、「選
択」「合体」
「工夫」の手
段を使って考
えを出し合い、
合意形成して
いく。

話し合うこと ：

�
�
	

�


�

(�r)T1��:E=») 年 組 授業日 月 日
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「教師の働き掛けシート２」

【具体的な使い方】
◯ A４判の「教師の働き掛けシート１」を、A３判の「教師の働き掛けシート２」の上に置いて記述していく。
その際、シート１でイメージした児童の思考のイメージを踏まえた上で、児童に対して行うと想定される教
師の働き掛けを、シートに記述していきます。

◯ 働き掛けを考える場面は、「比べ合う」「決める」の二つの場面
◯ 働き掛けの視点は、「話合いのめあて」「話し合うこと」について
◯ 働き掛けの内容は、
・「助言」や「問い掛け」による軌道修正
・「資料提示」や「助言」による話し合う内容の焦点化や話合いの活性化
・「称賛」による価値付け 等

A４判、「教師の働き掛け
シート１」を置くスペース

◯ 「助言」や「問い掛け」による軌道修正

・「本当に、その意見はI'�����である関
わり合える活動になるのかな。少し考えてみよ
う。｣
・「サッカー選手ランキングは、自分たちがやっ
てみたいから出た意見なのではないのかな。話
合いのめあてであるみんなが理解できる状態に
つながるかな。｣

・「I�'���は、一つの取組を決めることだ
ったね。一つに絞っていこう。」

◯ ｢資料提示」や「助言」による話し合う内容の
焦点化や話合いの活性化

・（写真を見せながら）「これは、一人で新聞を
作っている場面だね。この新聞の内容だと、こ
のような場面ができてしまわないかな。それだ
と、I'�����であるみんなが関わり合え
ることになるかな。」
・｢関わり合うってどういうこと、みんなにI'
�����に照らし説明してみよう。」

◯ ｢称賛｣による価値付け

・｢なるほど、意見を出し合い、内容を相談して
いくことがI'�����である関わり合うこ
とにつながるのだね。」
・ ｢そうか。クラスメイトランキングを見れば、
みんながどんなことに興味をもっているか分か
るから、I'�����であるお互いのことを
知ることにつながりそうだね。｣

｢話合いのめあて｣｢話し合うこと｣の働き掛けの例A３判 「教師の働き掛けシート２」
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「教師の働き掛けシート」は、児童の思考をイメージして授業の流れを把握する「教師の働き掛けシート１」
と、授業のどの場面で、どのような内容を働き掛けたらよいかを想定していく「教師の働き掛けシート２」
の２枚１セットでできています。「教師の働き掛けシート２」はそのうちの１枚でA３判のシートです。

����(1)
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①アンケート調査

②話合いの準備
（1)計画委員の役割を決めます

（2)｢活動計画表｣と｢話合い進行表｣を使いながら、話し合う
内容を決めます

（3)計画委員は、「題材」や「話合いのめあて」を提案しま
す

（4)計画委員は、アンケートなどの結果を集計し、短冊など
に書いておきます

※学級活動 (２)に関しても、教師が授業を進めるのではな
く、発達の段階に応じて、計画委員の活動を取り入れる
ことが考えられます。

③話 合 い 活 動

2#���	!

�2�3�� 

※教師が作成する

ここで作成

ここで作成

20111%.�
�2�3�� 

※教師と児童が
一緒に作成する

���
�%
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「議題・題材設定シート」

質問項目①課題と背景にある要因

・個々の児童が共通に解決すべき課題を記述する。
・課題の背景にある要因を探り、解決すべき課題
を適切に捉える。
・課題の背景にある要因は、課題が生じた原因で
ある日頃の「生活」と「状態」を捉える必要が
ある。

【記述例】
課題 ：給食を残す児童が多い
背景にある要因：給食の食べ方や時間の適切な過ごし方が分か

らない(生活）
摂取する栄養に偏りがある(状態）

質問項目② 児童やクラスが目指す理想的な状態

質問項目③実践で取組活動の内容

｢話し合うこと｣｢話合いのめあて｣｢題材｣の設定

インターネットやテレビ
の時間が多い

•挑戦する気持ちがもてて
いない
•いろいろな活動のよさを
知らない

•挑戦する気持ちをもつことができる

•いろいろな活動のよさを知ることができる

•帰宅後、取組場面を準備し、取り組む内容を話し合う

•挑戦する気持ちをもてるように、
いろいろな活動のよさを知ることが
できる取組を決めよう

•帰宅後に取り組む
活動の内容を決めよう

いろいろな活動のよさを知ることで、新しい活動に挑戦しよう

���

・課題を解決できた児童の理想の姿を想像するこ
とで、目指すゴールを明確にする。
・論点からそれずに話合い活動を進めていける。

【児童の理想の姿】とは
・｢課題に背景にある要因の裏返し｣の状態

・「話合いのめあて」を実践できる活動内容を考
え、シートに記述する。
・本時で、話し合う取組内容を決める。

◯ 質問項目①～③を考えたことを踏まえて､
「話し合うこと」「話合いのめあて」「題材」
を見いだし、設定する。
・質問項目②が「話合いのめあて」につながる。
・質問項目③が「話し合うこと」につながる。
・「話合いのめあて」「話し合うこと」を踏ま
えて、題材を設定する。

P13

【具体的な使い方】
◯「議題・題材」「話合いのめあて」「話し合うこと」を明確に見いだしていくための、三つの質問項目である
「課題と背景にある要因」「児童が目指す理想的な状態」「実践する場面」を考え、シートに記述していきます。

◯全学年で使うことを想定しています。また、中学年以上は教師と児童が一緒に作成することを想定しています。

児童の課題や児童の所属する集団の課題を把握し、学級活動の議題や題材を設定するために三つの質問項
目に記述していくシートです。
話合い活動を行うためには「話し合うこと」「話合いのめあて」を見いだしていくことが大切になります。
そのために、「課題と背景にある要因を明確にする」「児童が目指す理想的な状態を想定する」「実践す
る場面を準備する」の三つの質問項目に答えることで、｢話し合うこと」「話合いのめあて」「議題・題材」
の３点を明確にしていきます。
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授業クラス 年 組
授業日 月 日
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背景にある要因

¼ ªº5¤���V������y�'�|%*&)0�'�|$���

話合いのめあて：

議題・題材：

½ n­�3g¸*&)0�'g¸5�S�+��¿

話し合うこと:

課題
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「教師の働き掛けシート１」

①「つかむ」場面
◯ 学級活動で話し合う内容について確認
をしていく。
・「アンケート結果」「議題」
「話し合うこと」「話合いのめあて」等

②「さぐる」場面

③「見付ける」場面
◯ 「話合いのめあて」に照らして、賛成
の理由を出して話し合う。その際に、必
ず児童が成長できる意見を出していくよ
うにする。
そして、それぞれの取組を実践するこ
とで、どのようなよさがあるかを考え、
分類していく。

④「決める」場面
◯ 「見付ける」場面で賛成の理由を述べ
た意見の中から自分が実践したいものを
選び、具体的に記述していくことで、意
思決定していく。
・挑戦したいことを書く際に、取り組む理
由と方法を書くようにする。
・アンケート結果から導き出された課題で
あっても、人によっては「話合いのめあ
て」に当てはまる取組になることもある。

帰宅後に取り組む活動の内容を決めよう

読 書 自主学習 お手伝い 外で遊ぶ インター
ネット

・読書は、知
識が増える

•家の人に
喜んでもら
える

・勉強ができ
るようにな
る

•みんなと遊
べば仲良く
なれる

•体が健康に
なる

��� ���� �	�� �
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理由：本を読め
ば、集中力が付
く
方法：読みたい
本を、毎日夕飯
の後に３０分読
む

理由：インター
ネットを有効利
用できていない
から、使いたい
方法：自分が知
らない絵の書き
方や、歴史の人
物などの情報を
宿題が終わった
ら調べる

理由：お母さん
が大変そうだか
ら、手伝いたい
方法：夕飯の後、
食器を片付けて、
お母さんと一緒
に、食器を洗う

･苦手なとこ
ろを学習で
きる

・集中力がつ
く

いろいろな活動のよさを知ることで、新しく挑戦する取組を決めよう

挑戦する気持ちをもてて、いろいろな活動のよさを知ることができる取組を決めよう

•いろんなこ
とが知れる

•調べ方が分
かる

【具体的な使い方】
◯ 「つかむ」「さぐる」「見付ける」「決める」の四つの場面の児童の思考をイメージし、児童が出すであ
ろう「意見」や「考え方」を教師が想定して記述していきます。

◯ 大切なのは、おおまかな児童の思考の流れを記述していくことで、想定するすべての意見を記述しなくて
も構いません。また、授業が想定した通りに流れなくてもよいです。あくまで大切なのは、児童の思考の
流れをイメージし、授業をする上での心の準備をすることです。

���

◯ 「話し合うこと」について考えた意見
を出し合い、話し合う。
・児童が「話合いのめあて」に当てはまる
と考える意見
・児童が意欲をもって取り組める活動
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「教師の働き掛けシート」は、児童の思考をイメージして授業の流れを把握する「教師の働き掛けシート１」
と、授業のどの場面でどのような内容を働き掛けたらよいかを想定していく「教師の働き掛けシート２」の
２枚１セットでできています。「教師の働き掛けシート１」は、そのうちの一枚でA４判のシートです。
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題材 ：

学級活動（2)
話合いのめあて：

�
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賛成の理由賛成の理由賛成の理由 賛成の理由 賛成の理由
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話合いを方向
付けるために
話合いの内容
を確認する。

「話し合うこ
と」について
考えた意見を
出し合う。

「話合いのめ
あて」に照ら
し、賛成の意
見を述べる。
そして、賛

成の理由を分
類していく。

「見付ける」
場面で分類し
た内容を、自
分が行う活動
として具体的
に考え、意思
決定する。

話し合うこと ：

�
�
	

�


�
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「教師の働き掛けシート２」

◯ 助言や問い掛けによる軌道修正

・「本当に、その意見はI'�����である、
いろいろなことを知るという意見に合っている
のかな？｣
・「お手伝いをするとお小遣いがもらえるという
理由は、新しいことにチャレンジするというI
'�����に合っているかな？」
・ ｢家に帰る前に、取り組むのではI�'���
である、帰宅後に取り組む活動になるのかな。｣

◯資料提示や助言による話し合う内容の焦点化
や話合いの活性化

・（写真を見せながら）｢これは、ゲームをして
いる写真だね。これは、今回のI'�����
に合っていること？」「そうだね。普段あまり
やらない人が気分転換にするのだとしたら新し
いことに挑戦していることになるね。」
でも、普段たくさんしている人にとっては新し
いことに挑戦できていると言えるかな。｣
・「インターネットを見ることは、I'����
�である活動のよさでいうとどんなことがある
のかな。みんなに説明してみよう。｣

◯称賛による価値付け

・「なるほどー、普段外で遊んでいないから、外
遊びに挑戦するんだね。I'�����に合っ
てるね。」
・「アンケートで使用時間が多かったインターネ
ットをあまり見てないのだね。他の人が見てい
ても自分が見ていないなら、I'�����で
ある新しいことに挑戦していることになるね。」

「話合いのめあて」「話し合うこと」の働き掛けの例

�%">�#�6�
◯ A４判の「教師の働き掛けシート１」を、A３判の「教師の働き掛けシート２」の上に置いて使用します。
その際、シート１でイメージした児童の思考のイメージを踏まえた上で、教師が行うと想定される教師の
働き掛けを、シートに記述していきます。
◯ 働き掛けを考える場面は、｢見付ける」「決める」の二つの場面
◯ 働き掛けの視点は、「話合いのめあて」「話し合うこと」について
◯ 働き掛けの内容は
・「助言」や「問い掛け」による軌道修正
・「資料提示」や「助言」による話し合う内容の焦点化や話合いの活性化
・「称賛」による価値付け 等
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「教師の働き掛けシート」は、児童の思考をイメージして授業の流れを把握する「教師の働き掛けシート
１」と、授業のどの場面でどのような内容を働き掛けたらよいかを想定していく「教師の働き掛けシート２」
の２枚１セットでできています。「教師の働き掛けシート２」は、そのうちの１枚でA３判のシートです。

A４判、「教師の働き掛け
シート１」を置くスペース

A３判 「教師の働き掛けシート２」
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※１ 「計画委員について」「話合い活動の事前の準備の仕方」「本時の話合い活動の進め方」
等については、過去の長期研修員の研究を参考にさせていただきました。

・ 群馬県総合教育センター長期研修員報告書 平成24年度長期研修員 関 喜史 先生
・ 群馬県総合教育センター長期研修員報告書 平成30年度長期研修員 G q> 8^

※２ P６、８、10、12、14、16、18のシートについては、群馬県総合教育センターで配布
しているCD‒ROMに「ワード版」を添付していますので、ご活用ください。
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